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• 高齢化等の進展により、救急需要が年々増加し、消防本部・医療機関における救急医療の現場がひっ迫しつつある。

• 救急隊の活動のうち、現場滞在時間を増加させる要因として、医療機関との搬送調整の手間がある。救急隊と医療機関の

間における１対１の交渉を受入先が決まるまで繰り返す必要があるため、搬送先が決まらず長時間の現場滞在が発生する

場合がある。

• これらの状況を改善するため、現在、複数の自治体が独自にシステムを導入し、業務のデジタル化を図ることで、救急搬

送業務の効率化を目指しているところであるが、自治体毎に個別にシステムを導入していることから、医療機関側が複数

のシステムへの対応を求められる、システム整備・運用コストの大きさから自治体がシステムの利用を継続できない場合

がある、消防・医療機関の関係者のシステム習熟に時間がかかり、新システムの導入が円滑に進まない等の課題がある。

• このような状況を踏まえ、厚労省と消防庁が連携し、令和６年度に「救急医療情報連携プラットフォーム」モデル事業を

静岡県の一部地域で実施し、令和６年度補正「新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型 TYPES）」におい

て「災害時活用も視野に入れた救急医療機関と消防機関のワンストップ連携」プロジェクトの実証を広島県において実施

しているところであり、全国展開に向けたシステム仕様書案の策定や課題抽出を行っている。

背 景

• 救急医療情報連携プラットフォームの概要についてご説明するとともに、各都道府県においてHP等において公開している救急医療

機関に関する情報や、各都道府県等で個別に導入している「民間救急システム」の導入状況を把握し、「救急医療情報連携プラット

フォーム」に求められる機能等を検討するためのアンケート調査を実施する。

• アンケート調査の結果については、救急医療情報連携プラットフォームに必要な項目の整理や全国展開に向けたプラットフォームに

係る費用について整理するための参考情報としたい。

• 現状においても、一部の都道府県・市町村が独自にシステムを導入し、救急DXを推進しているところ、これら取組を効果的・効率

的に包摂した形で、全国共通の搬送調整プラットフォームを構築することを目指す。

目 的



「救急医療機関と消防機関との連携」に関する背景と課題

• 救急隊と病院との搬送調整は従来電話により

1:1で行われており、受入先が決定するまで

”照会”と”説明”を繰り返す必要があり、

救急隊の現場滞在時間が増加する要因となっている。

• また、口頭のみの情報伝達のため、精緻かつ正確な情報の共有は容易でない。

• このような現状から、複数の自治体が個別にシステムを導入し、搬送を効率化しようと

いう取組がなされている。

1. 自治体毎にシステムを導入しているため、

救急隊は広域搬送時にはシステムを活用できず、

病院は複数システムへの対応が必要となるなど、

現場に混乱を来しうる。

2. 財政事情の厳しい自治体では、独自システムの導入が難しく、

業務のDXが進まない。

3. 新しいシステムの習熟に時間がかかり、結果的に利用されない。

課題

背景

今後も救急搬送件数の増加が見込まれる中、搬送調整の効率化が求められる。

A病院 B病院 C病院

A市 B市

・直列
・音声情報のみ

4



令和５年度補正予算「救急医療情報連携プラットフォームモデル事業」の概要

事業の目的 シンプルで安価な共通システムとして「救急医療情報連携プラットフォーム」を作成し、地域の救急医療提供体制に与える効果を検証する

事業の

実施内容

1 救急医療情報連携プラットフォームの作成 救急隊や医療機関が迅速・正確に搬送調整を行う仕組みを効率的に構築する

2 モデル地域の選定 本事業の実証に適した地域に対して限られた期間で調整する

3 モデル地域における実証・データ収集・解析
モデル地域の搬送調整が円滑にできるよう配慮し、効果の評価や課題等の抽出が

可能となるよう定量データや定性データの収集・解析を行う

令和６年度、厚労省は消防庁と連携して、搬送調整時の架電効率を向上させるべく、「救急隊向け傷病者情報登録Webフォーム」
と「医療機関向け傷病者情報閲覧サイト」を用いて搬送調整を行う「救急医療情報連携プラットフォーム」モデル事業を実施
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災害時活用も視野に入れた救急医療機関と消防機関のワンストップ連携

✓ 今後も救急搬送件数の増加が見込まれる中、搬送調整の更なる効率化等が求められる。

✓ 救急隊が、傷病者情報（主訴、バイタルサイン、負傷部位の画像等）を一斉に医療機関と共有するシステムにより、搬送調整にかか
る時間の短縮や、適切な医療機関への搬送が期待できる。

✓ 県境の地域などでは自治体の区域を越えた搬送も多くあることから、全国で共通したシステム構築が望ましい。

 R6補正新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型TYPES）を活用した
「災害時活用も視野に入れた救急医療機関と消防機関のワンストップ連携」プロジェクト

○救急現場で得た傷病者情報（主訴、バイタルサイン、負傷部位の
画像等）を複数の搬送先候補医療機関と迅速かつ安全に共有でき、
応需状況のタイムリーな把握も可能なプラットフォームを構築する。

○すでに民間企業の救急システム等を採用している自治体もある
ことから、そのようなシステムとの連携も可能とする。

○本プラットフォームのより効率的な運用に係る以下項目について
課題の整理等を行う。

• 医療機関において、プラットフォーム上の傷病者情報を簡便
に電子カルテへ転記する方法

• 災害時活用も視野に入れたEMIS（広域災害・救急医療情報シ
ステム）との連携

• 消防庁で取り組む「マイナンバーカードを活用した救急業務
（マイナ救急）※」との連携 等

※ 救急業務の円滑化を図るため、救急隊員が傷病者のマイナ保険証を活用し、病院選定等に資する情報を把握する取組み。

マイナ救急

EMIS

医療機関

救急隊

連携における
課題の整理

連携を検討

• 内閣官房デジタル行財政改革会議事務局において、TYPES事業実施自治体の選定を進め、令和７年5月30日に交付決定（広島県）。

• 現在、自治体で開催する事業運営検討会等に厚労省も参加しながら、プラットフォーム等の構築およびシステム利用の効果検証を
進めているところ。
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災害時活用も視野に入れた救急医療機関と消防機関のワンストップ連携
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本事業において実装するシステムの全体像

救急隊アプリ
救急搬送調整機能

民間の救急システムを
導入済みの自治体

○○

○○

○○

１

２

３

搬送先
医療機関

○○病院

調整中

調整中

送信

送信

送信

新規登録

・・・
・・・

プラットフォームの
利用
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傷
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の
搬
送
主
体
（
救
急
隊
）

搬
送
傷
病
者
の
調
整
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（
病
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）

都道府県・市町村
衛生主管部

受入

受入

受入

施設受入
確認

傷病者
情報

API
連携

民間の救急システムを
未導入の自治体

データ
ダウンロード

• インターネット接続PC端末から救急医療情
報連携プラットフォームへログイン

•受入可否を入力
•登録された搬送確認書へ必要事項を入力
•傷病者情報（テキスト）のインターネット非
接続PC端末への転記

•応需状況を登録・更新・閲覧
•傷病者情報（画像を含む）を登録
•傷病者登録の取り下げ

•病院の受入可否を確認
•搬送確認書（標準化された）を登録
•応需状況を登録・更新・閲覧

救急隊 年代・性別

70代・男性

70代・男性

40代・女性

・・・

ログイン

救急医療情報連携プラットフォーム
インターネット接続
PC端末等

LGWAN経由

インターネット
“非”接続PC端末

ログイン

ログイン

QRコード
を介した
傷病者情報転記
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救急医療情報連携プラットフォーム
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救急医療情報連携プラットフォームで目指す姿

救急搬送時（全体）

民間救急システム
導入済みの自治体

救急隊

API連携 オフライン
対応

救急隊

ログイン

広域自治体の調整センター(※)

ログイン

傷病者登録・更新・確認
• 傷病者情報（画像を含む）
• 傷病者登録の取り下げ
• 病院の受入可否
• 搬送確認書データ
• 搬送交渉や応需状況

傷病者の確認・調整
• 受入可否
• 登録された搬送確認書の
必要事項

情報閲覧
• 周辺医療機関の搬送交渉
• 応需状況

管内医療機関 インターネット

”非”接続PC端末

傷病者情報転記

QRコード

医療者間
チャット
アプリ

ログイン
（EMIS等とSSO）

医療機関

(受入施設)

API連携

※都道府県等において搬送調整

事業等に取り組まれている場合

民間救急システム
未導入自治体

ログイン
（EMIS等とSSO）
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救急医療情報連携プラットフォームを用いた搬送調整のフローイメージ

救急搬送に係る業務フロー（全般）

搬送票への
患者情報
の記録

受入
照会

搬送
患者
情報
登録

病院収容
・搬送票

作成

受入
承諾

患者
情報
確認

電子カルテ
作成

患者の
受入
準備

患者の
引継ぎ・

搬送票受領

患者の
処置

患者
情報
確認

ログ
イン

PFへの
活動記録

登録

消防OA
への

情報連携

入院
・

帰宅

ログ
イン

ログ
イン

患者
調整

救
急
隊

医
療
機
関

広
域
自
治
体
の
調
整

セ
ン
タ
ー
等
（※

）

※都道府県等において搬送調整

事業等に取り組まれている場合

帰署

情報
閲覧

情報
閲覧



救急医療情報連携プラットフォーム
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救急医療情報連携プラットフォームを用いた搬送調整のフローイメージ

救急搬送時（救急隊の業務フロー）

活動記録表表示事案一覧 事案詳細（服薬）

搬送票への
患者情報
の記録

受入
照会

搬送
患者
情報
登録

病院収容
・搬送票

作成

PFへの
活動記録

登録

消防OA
への

情報連携
帰署

ログ
イン

事案詳細（基本情報）

救
急
隊



救急隊向けAI -OCR入力支援機能（本人確認書類・バイタル・お薬手帳など）
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救急医療情報連携プラットフォーム

13

救急医療情報連携プラットフォームを用いた搬送調整のフローイメージ

救急搬送時（医療機関の業務フロー）

受入
承諾

患者
情報
確認

電子カルテ
作成

患者の
受入
準備

患者の
引継ぎ・

搬送票受領

患者の
処置

情報
閲覧

入院
・

帰宅

ログ
イン

傷病者一覧

事案詳細

情報閲覧（応需交渉履歴）

医
療
機
関



救急医療情報連携プラットフォーム
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救急医療情報連携プラットフォームを用いた搬送調整のフローイメージ

救急搬送時（医療機関の業務フロー）

受入
承諾

患者
情報
確認

電子カルテ
作成

患者の
受入
準備

患者の
引継ぎ・

搬送票受領

患者の
処置

情報
閲覧

入院
・

帰宅

ログ
イン

API
連携

医
療

機
関

調整中一覧（受入確定）

医療者間
チャット
アプリ

API連携 傷病者情報の転記

インターネット
非接続端末



救急医療情報連携プラットフォーム
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救急医療情報連携プラットフォームを用いた搬送調整のフローイメージ

救急搬送時（広域自治体が運営する域外医療機関との搬送調整支援センターなど）

ログ
イン

傷病者一覧

事案詳細

情報閲覧（応需交渉履歴）

患者
情報
確認

患者
調整

情報
閲覧（受入調整終了）

広
域
自
治
体

の
調
整
セ
ン

タ
ー
（※

）

調整中一覧（受入確定）

※都道府県等において搬送調整

事業等に取り組まれている場合



救急医療情報連携プラットフォームを活用したダッシュボード機能
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各自治体が救急医療情報センター事業を活用して実施している業務等を救急医療情報連携プラットフォームに集約した場合

救急医療情報連携プラットフォームへの一元化の例

４．事業内容
(1) 通常時の事業
ア  情報収集事業（随時更新）

(ｱ) 診療科別医師の在否
(ｲ) 診療科別の手術及び処置の可否
(ｳ) 病室の空床状況（診療科別、男女別、集中治療室等

の特殊病室及びその他）
(ｴ) その他救急医療情報センター運営委員会等が必要と

認める情報
イ  情報提供、相談事業

医療施設、消防本部及び地域住民からの問い合
わせに対して適切な受入れ施設の選定、確認又
は回答を行うものとする。

ウ  救急医療情報センター運営委員会の開催

(2) 災害時の情報収集及び提供事業
ア  医療施設状況
イ  患者転送要請
ウ  医薬品等備蓄状況
エ  電気等の生活必需基盤の確保状況
オ  受入患者状況

救急医療情報連携プラットフォームに機能集約

引き続き継続

EMISに機能集約

To BeAs Is

第１０ 救急医療情報センター

目的：こ の 事 業 は 、都 道 府 県 が 県 全 域 を 対 象 と し た 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー（ 広 域 災 害・ 救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム ）を 整 備 す る と
と も に 、都 道 府 県 セ ン タ ー 間 の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の 運 営 、バ ッ ク ア ッ プ セ ン タ ー の 運 営 を 行 い 、通 常 時 は 救 急 医 療 施
設 か ら 的 確 に 情 報 を 収 集 し 、医 療 施 設 、消 防 本 部 等 へ 必 要 な 情 報 の 提 供 を 行 い 、 円 滑 な 連 携 体 制 の 基 に 、救 急 患 者 の 医 療 を 確
保 し 、ま た 、災 害 時 に は 医 療 機 関 の 稼 働 状 況 、医 師 ・ 看 護 師 等 要 員 の 状 況 、電 気 等 の 生 活 必 需 基 盤 の 確 保 、医 薬 品 等 の 備 蓄 状
況 等 、災 害 医 療 に 係 る 総 合 的 な 情 報 収 集 及 び 提 供 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。 （救 急 医 療 対 策 事 業 実 施 要 綱 よ り 抜 粋）
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国・地方デジタル共通基盤の整備・運用に関する基本方針について

現在、デジタル行財政改革 TypeS事業として
実証中の救急医療情報プラットフォームに

救急搬送調整 等の機能を集約

厚生労働省が
全国で共通利用できる

システムを設計・整備・保守*

自治体は一定の利用料で
システムを利用

共通化することで、自治体の調達・財政負担削減

* 「国・地方デジタル共通基盤の整備・運用に関する基本方針」（令和６年６月18日)
に基づき、共通SaaS・デジタル公共インフラ（DPI）は政府整備が進んでいる
**法令に基づく事務を処理する情報システムのうち、各府省庁の補助金により
個別団体で整備されているものについては、個別に開発する特段の事情がない限りは、
基本的には共通 SaaS への移行を段階的に行うべきである（同基本方針抜粋）

国・地方デジタル共通基盤の整備・運用に関する基本方針

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/pdf/houshin_gaiyou.pdf

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d5c4a630-e234-4e5e-b14d-f64ef8666415/8e90e652/20250313_meeting_education-

authentication_outline_09.pdf
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１．背景・目的

２．救急医療情報連携プラットフォームについて

３．アンケート調査について



1. 設問の構成

設問は、6のセクションに分かれています

全ての方にご対応頂く設問<共通>と、設問の内容によりご対応頂く設問<選択>と分かれています

設問5は、データ項目の設問の対応とデータ項目の確認として搬送確認書のご提供をお願いいたします

20

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

設問 対象 設問内容

1 共通 システム（搬送調整/救急医療）導入状況と情報公開

2 選択 導入システムの情報（構築年、コスト）とアカウント管理

3 選択 活用している国の補助金（拠出元、金額）について

4 選択 各都道府県で有するシステムの機能について（各機能における利用システムと利用主体等の確認）

5 共通 搬送確認書のデータ項目、搬送確認書の提供

6 共通 ガイドライン（ポリシー、利用端末等）



2. 設問の説明（1/7）

1. 搬送調整および救急医療に関するシステム導入状況及び情報公開について

※1 … 「はい」を選択した場合、設問2～4 を回答

※2 … 「はい」を選択した場合、設問2～4 回答不要

21

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

設問 設問内容

1-1 救急隊と医療機関間の搬送調整に活用するシステムを導入している ※1

1-2 医療機関や救急隊向けに救急医療機関に関する情報をHP等で公開している ※1

1-3 地域住民に向けて救急医療機関に関する情報をHP等で公開している ※1

1-4 1-1～1-3に該当しないが救急医療に関するシステムを導入している ※1

1-5 1-1～1-4に該当するシステム等を導入していない ※2

共通



2. 設問の説明（2/7）

2. 導入システムの情報（構築年、コスト）とアカウント管理

① 導入しているシステム名

② システムの構築年、構築費用、更新費用（年額）

③ システムのアカウント発行ルール（どの単位で管理しているか）、アカウントを付与する単位

④ システムの実際のおよそのアカウント数

22

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

システム情報 アカウント数

# システム名 構築年 構築費用 更新（年額）
アカウント発行

ルール
アカウント単位 医療機関 消防隊 自治体

システム名称を記載 システムを構築した年を記載 単位: 百万円 単位: 百万円 選択 選択 アカウント数 アカウント数 アカウント数

1 名前A 都道府県 個人

2 名前B 自治体 グループ

3 名前C 団体ごと 両方可

4 名前D

5 名前E

0 0

アカウントルール・単位

システム費用合計

① ② ③ ④

左端の#1～5は、設問4 回答欄「利用システムについて」のシステム1～5となります



2. 設問の説明（3/7）

3. 活用している国の補助金（拠出元、金額）について

① 活用している補助金名

② 補助金の拠出元、活用した内訳（構築費用、更新費用（年額））

 例、厚生労働省 （厚生労働省の補助金を活用している場合）

③ 補助金の内訳（構築費用、更新費用（年額））

補助金情報（システムの構築及び保守・改修に活用している国庫補助）

# 事業名 拠出元 構築費用 更新（年額）

補助金事業名を記載
拠出元名を記載　　例、厚生労働省（厚生労働省の補助金を活用してい

る場合）
単位: 百万円 単位: 百万円

1 救急医療情報センター運営事業

2 救急・周産期医療情報システム機能強化事業

3

4

5

補助金割合　(補助金/システム費用)

23

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

① ② ③

左端の#1～5は、設問4 回答欄「財源について」の事業1～5となります



2. 設問の説明（4/7）

4. 各都道府県で有するシステムの機能について（各機能における利用システムと利用主体等の確認）

設問4-1, 4-2

① 左記機能が設問2に記載のどのシステムに該当するのかをチェック

② 左記機能の利用主体を選択（各ユーザーがどのような機能を有しているか）

③ 左記機能に対して、補助金を活用している場合、該当する事業（設問2の回答）をチェック

設問4-1 の下段の設問では、上記表に含まれていない機能があれば、別表に記載をお願いします

平時（救急搬送時以外）、救急搬送時時でそれぞれ設問4-1, 4-2と分かれておりますが、記載方法に違いはありません

利用者ごとの機能分類 利用システムについて 権限　　入力（登録）/更新/閲覧（参照） /入力と更新/利用しない から選択財源について

＃ 機能名 機能の説明 救急隊 地域住民

*利用者が使用する機能を説明 システム1 システム5 選択 選択 事業1 事業5

1

情報入力・：医療機関基本情報入力・（医療情報ネット（ナビィ）） 【頻度：更新時】医療機関の基情報の入力

　*情報登録

　　医療機関名、住所、アクセス、電話番号（昼間、夜間）、

　　診療科、受付時間、　補足情報※ 閲覧(参照) 利用しない

2

情報入力・：医療機関の当番・輪番情報 【頻度：月次程度】医療機関の当番及び輪番情報の入力・閲覧　【頻度：月

次程度】

　*医療関係者の情報共有 閲覧(参照)

3

情報入力・ : 救急受入可否（受入可否） 【頻度：日次/随時】救急受入可否を入力/更新/閲覧する

　*医療関係者の情報共有

4

情報入力・ : 診療科別医師の在否 【頻度：日次/随時】診療科別の医師の存否を入力/更新/閲覧する

　*医療関係者の情報共有

5

情報入力・ : 診療科別の手術及び処置の可否 【頻度：日次/随時】診療科別の手術及び処理の可否を入力/更新/閲覧する

　*医療関係者の情報共有

6

情報入力・ : 病室の空床状況（診察科別、男女別、集中治療室等の特

殊病室及びその他）

【頻度：日次/随時】病室の空床状況を入力/更新/閲覧する

　*医療関係者の情報共有

10 情報入力 : 受診可能な医療機関情報の提供（医療機関検索） 受信可能な医療機関情報を閲覧する 利用しない 閲覧(参照)

システム名

（左記機能に対して、利用しているシステムがある

場合は、利用システムをチェック）

補助金

（国や都道府県等からの資金を活用してい

る場合は、補助金が入っている事業をチェッ

24

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

① ② ③



2. 設問の説明（5/7）

4. 各都道府県で有するシステムの機能について（各機能における利用システムと利用主体等の確認）

設問4-3

① 左記システムに関して、導入し連携しているシステム名

上記表に含まれていないシステムとの連携があれば、別表に記載をお願いします

設問4-4

システムの機能とは別に救急隊-医療機関との間で共有している情報、データがあれば記載をお願いします

25

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

連携システム 回答

＃ 連携しているシステム名を記載

1 民間救急システム　※下記参照

2 医療者間のチャットアプリ

3 マイナ救急

4 業務システム（救急医療機関向け）

5 消防OAシステム（消防本部）

6 G-MIS（医療機関等情報支援システム）

7 EMIS（広域災害救急医療情報システム）

8 SSO（シングルサインオン）によるログイン（G-MIS）*医療機関のみの設問

9 SSOによるログイン（EMIS）*医療機関のみの設問

①



2. 設問の説明（6/7）

5. 搬送確認書のデータ項目、搬送確認書の提供

5-1.搬送確認書（搬送依頼書/搬送引継書）を都道府県で統一しているか

5-2.搬送確認書（搬送依頼書/搬送引継書）のご提供

 5-1の回答内容によって、ご提供いただく資料が変わります

 「はい」 （統一した）搬送確認書（搬送依頼書/搬送引継書）

 「いいえ」 代表消防本部「搬送確認書」

以下の設問は、該当する事項がある場合、ご回答をお願いいたします

5-3.搬送確認書（搬送依頼書/搬送引継書）の項目ではないが、救急隊が入力もしくは医療機関に伝えている項目

5-4.補足情報: 5-2, 5-3に該当しないが、必要だと考える項目

26

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

回答内容によって、ご提供いただく資料が変わりますのでご注意ください。

共通



2. 設問の説明（7/7）

6. ガイドライン（ポリシー、利用端末等）

6-1.インターネットポリシー（ネット接続に関するポリシー）の有無について

6-2.利用できる端末の種類

 端末の種類 スマートフォン、タブレット、PC、専用端末など

 補足 補足情報を記載（例、指定の機種に限る、指定なし等）

6-3.個人端末の利用

 補足 利用する際の条件など

6-4.端末の利用申請の有無と手続き

 補足 申請の際の条件、手続きの内容など

27

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

共通



3. 回答方法

• シート「調査票」に自治体毎に記載をお願いいたします（1ファイル…1都道府県、1シート…１自治体）

<都道府県内で独自の救急システムを導入している自治体がある場合>

• 自治体毎の回答とは別に、シート「調査票」をコピーして回答の記載をお願いいたします

その際、シート名を変更し、回答した自治体が分かるようお願いいたします

28

３．アンケート調査依頼

３-１. アンケート調査票について

アンケート調査票

調査票

都道府県内に独自の救急システムを導入していない場合

自治体とは別にA市が独自の救急システムを導入している場合

（都道府県内に独自の救急システムを導入していない）

アンケート調査票

調査票

アンケート調査票

調査票(自治体名)

調査票(A市)

【送付したアンケート調査票】

【アンケート調査票 回答イメージ】回答方法：

救急システムの導入状況によって

調査票の回答方法が変わります



1. 対象者  都道府県 救急医療担当部局、消防本部、（必要に応じて救急隊、医療機関に照会）

2. 回答方法・回答期限

• 回答方法 調査票（シート）をコピーし、自治体ごと記載し、回答先へメールで提出

• 回答期限 2026年2月20日（金）

3. 注意事項

• 回答者情報（団体名/担当者名/連絡先（電話番号、メールアドレス））を忘れずにご記載ください

• 回答結果の集計・管理の都合により、調査票の書式の変更はお控え頂きますようお願いいたします

• 設問5 データ項目として、搬送確認書（搬送依頼書/搬送引継書）の確認を考えております
都道府県での統一様式もしくは消防本部の様式のご提供をお願いいたします

4. 回答先・問い合わせ先

合同会社デロイト トーマツ 田村 直樹（naoki.tamura@tohmatsu.co.jp）
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３．アンケート調査依頼

３-２. 調査および回答方法について
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